
・地域を盛り上げ、やりたいことを実践できるようにしたい！ 

・地域活動に興味があるけど踏み出せない・・・ 

・地域活動に関する知識を増やしたい！ 

 その他、地域活動に興味がある方はぜひ参加ください！ 

 高知市では、つながりのある地域づくりを目指して、まちづくりに関する情報や地域の取り組みの様子をお届 

けするとともに、市民の皆さんと一緒に協働のまちづくりを考えていくために、この広報紙を発行しています。 

 まちづくりにちょっと役立つ情報も掲載していますので、ぜひご覧ください。 
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    一緒にやろうや！地域活動実践ゼミナール オンライン 

 地域活動の担い手の育成、担い手同士の連携推進など

を目的として、高知大学やNPO団体等の協力のもと、

「一緒にやろうや！地域活動実践ゼミナール（通称：

ちーかつ）」第3期を開講します。本年度は新型コロナウ

イルスの感染状況を考慮し、原則ビデオ会議ツール

「Zoom」を活用したオンライン講座となりますが、これ

までと同様、まちづくりに関する各講座で受講生の「ス

キルアップ」と「交流」を図り、地域活動に役立つ講座

を実施します。 

 全6回 の う ち の 第1回 目（9月11日（土）10:00～11:30 

予定）は、高知大学次世代地域創造センターの大崎優先

生による講座を実施し、地域活動におけるZoomの活用方

法などを学ぶ予定です。全６回の年間受講の他に１回ご

との部分受講も可能ですので、ぜひ、ご参加ください。 

 開催日時や申込用紙は右のＱＲコード 

から確認、ダウンロードができますので、 

ご確認ください。 

ゼミで「学び」 座談会を「つながる」きっかけにして、 「実践」へつなぐ！！ 

～お申し込みについて～ 

【対  象】 高知市の地域活動に関わる方や 

                                                               今後関わる意欲のある方!! 

【募集人数】 年間受講者：50名程度（部分受講者も50名程度募集） 

【料  金】 無料 

【申込方法】 「受講申込書」に記入し、郵送・FAX・メール・持参 
          にて地域コミュニティ推進課までお申し込みください。 

【参加方法】 原則「Zoom」を活用したオンライン講座  
       ※オンライン環境のない方は高知市たかじょう庁舎等 
        での受講可能です。 

地域でこんなことできるぞ！！！ 

令和3年6月号 

                 Vol.15 

ちーかつの流れ（講座のイメージ） 
※オンライン環境のない方は高知市たかじょう庁舎等での受講も可能です。 

第1回～第5回 ゼミナール講座 第6回 まちづくり座談会 地域活動で実践！！ 

最新情報はこちらから→ 
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  知っ得！コーナー 知って得する♪ 

見守り委員会から市長に意見報告しました！ 

岡﨑市長に大槻委員長から 
意見報告書が渡されました！ 

 高知市には、道路や公園等の公共的な場所に安全や非行防止等を目的として

設置されている公衆街路灯が約21,000灯あります。公衆街路灯は、町内会や公

民館、街路灯管理組合などの地域の自治組織で、設置・管理されているものに

なります。 

公衆街路灯の明かりが消えているのを見つけたときや新たに設置してほし

いなどのご相談は、お住まいの町内会等までお願いいたします。また、毎月の

電気料金、電球の交換などにかかる費用や、新しく設置する際の工事費等は、

町内会費等で管理されています。安心・安全なまちづくりのためにも、町内会

への加入・活動へのご協力をお願いいたします。 

▲意見報告の様子 

 

 

①まちづくりに興味・関心がある人、活動している人たちが学べる場づくり 

 まちづくり条例のことや、この条例が何のためにできたのかなど、理念やビジョンを学べる場づくりとし 

て、学習会やシンポジウムを開催する。また、SNS等を活用し、興味・関心のある人がいつでも繋がれ、情 

報を共有・発信できる環境を整備する。 

②まちづくりに多様な人が参加できる仕組みづくり 

 オンライン・オフラインの両方を繋ぐ支援や、ビデオ会議ツール「Zoom」や、「LINE」などを地域の高 

齢者に若い人や学生が教えることで、これまでまちづくり活動に関わってこられなかった層が活躍する機会 

に。まちづくりに直接関わる団体のみならず、企業や事業所等も困難な状況に立ち向かっているこのタイミ 

ングで、連携していくためのノウハウや情報の共有など、協働によるまちづくりを進めていく必要がある。 

意見報告書～withコロナ・afterコロナのまちづくり活動のシンカ～ 
（意見報告書より一部抜粋） 

※見守り委員会とは 

高知市市民と行政のパートナー

シップのまちづくり条例（平成

15年4月制定）に基づく諸制度

に関する事項を調査審議し、市

長に意見を述べることができる

任期2年、15人以内の組織。 

 令和3年4月26日（月）に、第9期見守り委員会（※）から市長への意見報告が行

われました。第9期見守り委員会では、「withコロナ・afterコロナのまちづくり」

というテーマで、コロナ禍における、また、コロナ終息後のまちづくり活動やそ

の支援のあり方の方向性について検討し、「まちづくり活動の５つのシンカ」と

して中間報告書にまとめました。 

残り1年間の任期では、今回の提案内容をさらに深め、より具体的な取組やしく

みを最終報告で提案できるよう、第9期見守り委員会で協議を続けていきます。 
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「コミュニティ計画」ってなんだろう？ 
 地域コミュニティの再構築事業では、地域内連携協議会の設立と並行して、「自分たちの住む地域をこんな地

域にしたい」という想いから、新たなコミュニティ計画の策定に取り組んでいます！ 

 「コミュニティ計画」とは、各地域ごとの、地域の魅力や課題など、地域の想いがまとめられた計画です。計

画の策定・推進の主体は地域内連携協議会が担っており、地域主導のなか、地域と行政との協働により、地域の

未来について考えています。現在、潮江南地域・第六地域・久重地域において「みんなにとって、のうがえいま

ち」の実現に向けて計画の策定や更新に取り組んでいます。 

① 計画期間が概ね5年間 

② 住民主導で取り組めるソフト事業を中心とする 

③ 地域での計画策定・推進の主体は地域内連携協議会 

▼ コミュニティ計画の考え方 

 

 

  

    

 
 

 

・地震対策 

・避難行動 

・備蓄 等 

・交通の便 

・情報発信 

・水源 等 

・自然の豊かさ 

・地域の交流    

 が多い 等 

・高齢者支援 

・生活保護 

・子育て 等 

生活 

魅力 

防災 

福祉 

～コミュニティ計画のイメージ～ 

 「自分たちの住む地域を

こ ん な 地 域 に し た い」と

いった地域の様々な想いを

まとめたものが 

 「コミュニティ計画」と         

       なります！         

 

 

  
計画に基づき 

  「実行」！ 

 

 

ＰＤＣＡサイクル 

 
地域の想いを 

「見える化」！ 

評価に基づき 

  「改善」！ 

実行した結果を 

  「評価」！ 

 

 

P 

Ｄ 

Ａ 

Ｃ 

 

 ＰＤＣＡサイクルに基づき、毎年、

計画の進捗状況を確認し、地域の想い

の実現に向けて取り組んでいます！ 

＜一例＞ 

地域の夢と未来 

集約！ 実行！ 

 久重地域では、地域内連携協議

会である「久重地域連携協議会」

が主体となり、平成29年度に＜豊

かな里山 次世代につなげ！＞を

コンセプトとした「久重のまちづ

くり計画」を策定しました！ 

 そして、令和3年度から「第2期 

久重のまちづくり計画」の更新に

取り組んでいます。令和3年7月に

は地域の皆様の意見を取り入れるために住民アン

ケートの実施や「久重まちづくり計画策定会議（第

1回目）」を行う予定です！ 

「コミュニティ計画」をご紹介します！ 

久 重 地 域 

▲「久重のまちづくり計画」 

  （Ｈ29年度～Ｒ3年度） 

令和3年7月～１月 

計画策定会議 令和3年7月～8月 

アンケート 

令和4年3月 

計画 完成 

 毎月，策定会議を実施します！ 

令和3年 未定 

子ども会議 

久重地域の 

   計画更新スケジュール（予定） 

域 よ こ せ と 地 

▲「よこせとコミュニティ計画」 

   （Ｈ30年度～Ｒ4年度） 

 
●防災への取り組み 
 ・防災訓練 

 ・非常食などの点検 

     など 

●福祉活動の推進 
 ・高齢者の見守り 
 ・交流の場を増やす 

          など 

 

 

 ●世代間交流の促進 
  ・遊べる場の提供 

          など 

 ●より良い生活環境へ 
 ・空き家の活用 
  ・企業の誘致 など 

●自然を守る・楽しむ 
 ・森林保全活動 

  ・桜並木の整備 など 

●お祭り・イベント 
 ・イベント規模拡大 

 ・道の駅整備 など 

 よこせと地域では、地域内連携協

議会である「よこせと連携協議会」

が主体となり、平成9年に策定した

コミュニティ計画を見直し、新たに

平成30年度に＜元気で明るい笑顔が

あふれるまち＞をコンセプトとした

「よこせとコミュニティ計画」を策

定しました！よこせと地域の策定会

議の参加者からいただいた「声」を

計画へ反映して

います！  ～参加者の「声」～ 
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まちづくり“一緒にやろうや！”通信 （発行：令和3年6月） 

高知市市民協働部 地域コミュニティ推進課 

〒780-8571 高知市鷹匠町2丁目1-43 たかじょう庁舎2階 

ＴＥＬ： 088-823-9080 ＦＡＸ ：088-824-9794 

E-Mail ：kc-102000@city.kochi.lg.jp  

HPアドレス ：  http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

←携帯・スマートフォンからは、 

 こちらのＱＲコードをご利用 

 いただくとスムーズにアクセス 

 いただけます。 

 このコーナーでは地域コミュニティ推進課で働く仲間や仕事の内容を皆さんにもっと知って

もらうため、職員（地コミさん）を紹介していきます。 

 今月の地コミさんは、今年４月から新規採用職員として地域コミュニティ推進課に配属され

た『吉永 彩葉（よしなが いろは）さん』です。 

 まず、彩葉さんに３つの質問をしてみました。 

  Q1.あなたのささやかな自慢は？ －    A1.兄弟が多いことです。 

  Q2.マイブームは？       －    A2.サウナに入ることです。 

  Q3.今後の抱負を一言！     －    A3.心の器が大きい、素敵な女性になりたいです。 

 学生時代は生徒会長をしていて、目安箱の設置をするなど、学校の環境がより良くなるよう

に、忙しい日々を過ごしていたとのこと！ 

 社会人１年目でまだまだ分からないことも沢山あると思いますが、明るい性格もあり、地域

の方々や先輩から慕われています。今後の彩葉さんの活躍を乞うご期待ください。 

  

今月の 

地コミさん 

～これからの地域コミュニティを考えるフォーラムとの合同開催～ 

高知市まちづくり未来塾 第９回全体交流会を開催しました！ 

地域防災推進課 

●感染症対策を意識した避難所開設訓練の実施 

 ・受付での検温、手指消毒の実施 

 ・避難所の区割りの工夫 

 ・段ボールベット、間仕切りの活用 

高知市社会福祉協議会 

●コロナ禍で取り組んだ地域活動 

 ・子ども食堂を開催できない団体と専門職が連携 

  した、困窮している子育て世代への食糧支援 

一宮村・福祉のまちづくり総合プロジェクト 

●広報活動の強化 

 ・感染症予防に関する知識を啓発するチラシ、 

  ポスターの作成・配布 

令和3年3月13日（土）、高知市まちづくり未来塾の「協働のまちづくり第9回全体交流会」と高知市

の「これからの地域コミュニティを考えるフォーラム」を共同開催しました。高知市地域コミュニ

ティ推進課と企画段階から一緒に考え、実現しました。 

今回は「どうつなぐ？コロナで切れたコミュニティ」をテーマに、高知市社会福祉協議会の吉岡会

長による基調講演をいただいた後、高知市地域防災推進課、高知市社会福祉協議会、一宮村・福祉の

まちづくり総合プロジェクトの3団体から活動事例発表をしていただきました。 

未来塾の塾生をはじめ、コミュニティ計画推進市民会議・地域内連携協議会・高知市職員、専門学

校生など一般の方を含む総勢74名の参加がありました。コロナ禍で人とのつながり方が課題となる

中、オンラインの活用や少人数体制でもできる取組など、まちづくりの新しい知恵と工夫が学べた交

流会となりました。 

 

～これからの地域コミュニティを考えるフォーラムとの合同開催～ 

高知市まちづくり未来塾 第９回全体交流会を開催しました！ 

発表内容を一部抜粋して紹介します！ 

コロナ対策として検温・消毒を徹底し、 

定期的に換気を行いました。 

意見・質問を付箋に書いてもらって 

模造紙に貼っていく形式で 

意見交換を行いました！ 


